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エッセイ 

 
オーストラリアと日本の通訳に関する問題 

        

ピンカートン・曄子 

（モナシュ大学 メルボルン） 

 

This essay, which summarizes a recent private talk this author had with Professor Kumiko 

Torikai of Rikkyo University, Japan, attempts to address some issues of interpreting in 

Australia and Japan. (1) We discussed the problem of the shortage of police and court 

interpreters for languages other than English in Japan. (2) We considered the possibility 

that the theory of interpreting developed in Australia, which gives an absolute priority to 

impartiality of interpreters and faithfulness of interpretation, may be adopted in Japan in 

certain areas such as legal interpreting. (3) We found out that both Japanese and 

Australian interpreters feel that their work is not recognized by society as highly as they 

wish. (4) We shared a concern that voluntary interpreting, which is practised extensively 

in Japan, has an adverse effect on the effort to enhance the status of interpreters. (5) In 

relation to achieving a status for interpreters comparable to other professionals, we agreed 

that interpreting should be taught for a university degree with further study at 

postgraduate level in specialized areas like conference, legal and medical interpreting, 

including research in interpreting. We realized that Japan and Australia, with strengths 

and weaknesses in different areas of interpreting, can learn a lot from each other. 
 
 

はじめに 

  200１年 7 月にモナシュ大学では立教大学で異文化コミュニケーション研究科という大学

院コースを開設する準備に忙しい鳥飼教授の訪問を受けた。その機会に、日本とオーストラ

リアの通訳事情や通訳教育などについてお話しすることができた。そこから考えさせられた

ことを所感にまとめてみた。 
 
コミュニティー通訳 

  なかでも話題になったのはコミュニティー通訳である。日本でも警察をはじめさまざま 
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な場で在日外国人が通訳を必要とすることが増えているが、日本でコミュニティーレベルの

通訳といえば日英語が主で、いろいろな言語の通訳者を調達するのが困難であると鳥飼先生

は話された。そこで、コミュニティー通訳の分野では進んでいるオーストラリアから学びた

いという意向だそうだが、世界各国からの移民者がいて、2 言語または多言語使用者が数多

いオーストラリアと日本ではかなり事情が違う。オーストラリアの人口の 3 分の 1 は外国生

まれ、80 以上の違うコミュニティーがあって、60 以上の言語が通常使われている。このよ

うに違った言語を使うコミュニティーが存在して、そのコミュニティーの言語を母語とする

人で英語に堪能な人が通訳をする、いわゆるコミュニティー通訳が発達したのである。つま

り、タイ語なら、タイ語ができるオーストラリア人ではなく、英語に堪能なタイ語の母語話

者が通訳を担当するわけだ。 

  ところで、日本では「コミュニティー通訳」という言葉はまだ定着していないと鳥飼先生

から聞いた。そこでオーストラリアでのコミュニティー通訳の範疇を述べてみたい。今後、

日本でもコミュニティー通訳という言葉が使われるようになった場合、それがオーストラリ

アをはじめ、コミュニティー通訳が定着している国（カナダ、フインランド、デンマーク、

イギリス、アメリカ、その他）と違う意味を持たせてしまうと、世界との話し合いにおいて

不便が生じると思うからである。オーストラリアに限って言えば、コミュニティー通訳とい

う場合、主に英語が不自由な移民者の生活を言葉の上で手助けすることを目的とする日常生

活レベルでの通訳を指す。たとえば、自動車免許を取るとか、学校の教師との話し合いとか、

一般医療関係、不動産関係、福祉援助を得るためなどである。この種の一般通訳に対して、

警察･法廷および専門医療の分野の通訳は police interpreting, court interpreting, medical 

interpreting と呼ばれていて、概念的にコミュニテイー通訳とは区別されている。さらに、

これらの分野の通訳は NAATI (National Accreditation Authority for Translators and 

Interpreters  オーストラリア翻訳・通訳者資格認定機関) のプロフェッショナル通訳者資

格に付加されるべきであると考えられている。すなわち、プロフェッショナルの資格がない

と得られない分野別専門資格にしようという試みがあることからも、コミュニティー通訳と

区別して考えられていることがうかがえる。その制度はまだ実現に至らず、プロフェッショ

ナル通訳資格保持者を対象に時々ワークショップが行われる程度である。 

 

警察・法廷・専門医療の分野での通訳 

  法廷通訳や医療通訳には通訳者の完全な中立性 (impartiality) や、一語一語を省略するこ

となく、追加することなく訳す忠実性 (faithfulness) が求められる。通訳者はどちら側につ

くか、自分が属する団体側か（たとえば企業内通訳）、通訳者を雇う側か（すなわち通訳料

金を支払う側）というような擁護する立場をとってはならない。クライアントという考え方

もなくなる。聞き手が理解しやすいように少しの説明や解説を適宜に加えたり、通訳者が必

要がないと判断する事柄を省略したりするような配慮（すなわち通訳者の編集行為）はして

はならない。メッセージのポイントを訳すだけでは役に立たず、感情も含めた一語一語の通
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訳が求められる。身体表現も、怒った感情も、相手に失礼になる表現もそのまま訳さなけれ

ばならない。裁判官や弁護士、医師 （精神病の治療も含む）などにとって、たとえ患者や

裁かれる者の発言が不明瞭でも矛盾していても、彼らのそのままの言語使用に加えて、感情

表現が判断の重要な要素になるからだ。 

  以上のような完全な中立的立場と訳の忠実性が求められるオーストラリアの通訳原理は、

移民や難民のための通訳を基に発達したものである。これに関連して、オーストラリアでは

通訳者の倫理 (ethics) も厳しく遵守することが求められている。また、いろいろな場面で

通訳者を使う側に通訳という作業に対する認識や理解があると、よりよい通訳ができるわけ

だが、オーストラリアでは弁護士や医師、公的機関の職員など、通訳者と一緒に仕事をする

人達の教育も進んでいると言える。通訳原理、通訳者の倫理、通訳者を使う側の教育などの

面で、日本がオーストラリアから学べることは多くあると考える。 

 

通訳者に対する社会の認識と社会的身分の確立 

  先にオーストラリアでは通訳者と一緒に仕事をする専門職の人達の教育が進んでいると

述べたが、それは自分たちがよりよい結果を得るための手段として通訳について学ぶという

姿勢であって、必ずしも通訳という職業をより高く評価することには直接つながっていない。

一般にオーストラリアでは通訳者に対する社会の認識は低いと言える。そして通訳者達はそ

のことに大きな不満を抱いており、NAATI をはじめ AUSIT (The Australian Institute of 

Interpreters and Translators  全国資格通訳者・翻訳者協会)などの団体も常に社会の認識を

高めるために運動をしている。社会認識の低さは通訳料金の低さとも関係するが、それが一

番の不満の原因ではなく、「私たち通訳者は社会になくてはならない重要な仕事をしている

のに、社会的身分は弁護士や医者たちよりはるかに低い」という事実が不満の大きな原因で

あるようだ。それは通訳・翻訳教育者の会議での発言や、AUSIT のオンラインでの会員間

の意見交換などからうかがえる。数年前に、NAATI と AUSIT が通訳・翻訳業を他の専門

職と同じに免許制にする要請を政府にしたが、認可されなかった。その後は、免許制の認可

を諦めずに要請を続けたいと考えている人も一部いるようだが、一般的には、NAATI や

AUSIT は社会が認識を高めるように働きかけよう、それと同時に、通訳者は倫理をよく守

り、社会から高く評価される質の高い仕事をしようと通訳者に呼びかけることに努力を向け

ている。 

  このように、通訳が専門職として社会に認められることは、オーストラリアの通訳者の強

い希望であると言える。高度な技術と知識を要する会議通訳や放送通訳の特別分野でめざま

しい発展を遂げた日本では、通訳者の社会的地位は高いものと想像していたが、鳥飼先生の

話ではそうでもないらしい。同時通訳者は耳から聞いたことを口からすぐ出せる機械のよう

なものと思われたり、通訳など英語が話せれば誰でもできる程度に考えられたりすることも

あり、必ずしも社会で高く評価されているとは限らないということだ。 

ボランティア通訳 
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  両国とも通訳者の社会的地位を向上させることは今後の大きな課題であろう。この問題に

関連して心配させられるのは、日本で盛んに活用されているボランティア通訳である。これ

こそ通訳という職業の社会的地位を引き下げるものであるとしか考えられない。 

  通訳にもいろいろな分野と難易度があるが、社会一般はそのような区別を知らない。英語

ができれば誰でも通訳ができ、ボランティア通訳者は警察通訳でも何でもできると考える。

ボランテイア通訳が出始めた頃、日本人のある会議通訳者はボランティア通訳の範囲は決ま

っており、ビジネス通訳、一般通訳、会議通訳などへの影響はないから心配していないとい

うことを話しているのを聞いたことがある。最初の頃はそう思ったかもしれないが、そのよ

うな区別が守られる保証はまったくない。現に、鳥飼先生によると、実際ボランティア通訳

者が警察通訳にかりだされることがよくあるそうだ。また、モナシュ大学に日本から来た福

祉関係の団体から、教授連の講義を聴いてその後話し合いをするのにボランティア通訳者を

手配してくださいと頼まれて驚いたことがある。オーストラリアにはそんなものは存在しな

いことを説明して、プロの通訳者を手配して規定の料金を払ってもらった。 

  NAATI や AUSIT が完璧ではないにしろ、全体の規制をしているオーストラリアではボ

ランティア通訳のようなものはまず発生し得ないが、事情が違う日本ではボランティア通訳

を防ぐことはできないだろう。ボランティア通訳に関する評価は、実証的な研究結果によっ

て明らかにされなければならないが、たとえ研究の目的でも、ボランティア通訳のパフォー

マンスのデータをとって分析することは不可能に近いだろう。せっかく会議・放送通訳など

の高度なレベルに達した日本の通訳業の基盤が、社会的認識の上でボランティア通訳によっ

て足元から崩されるのは残念なことである。ボランティア通訳の問題に関して鳥飼先生も同

感で嘆きを共にしたのである。しかし、ここまで状況が定着してしまった以上、ボランティ

ア通訳者の教育を考えるしかないと鳥飼先生はおっしゃった。 

 

通訳教育 

  NAATI や AUSIT のような団体による働きに加えて、通訳者の社会的地位向上のために

さらに大切なのは教育制度であろう。大学で通訳理論と実習を修めた通訳の学位が取得でき

て、大学院レベルで通訳研究と会議通訳や法廷・医療通訳などの高度の専門分野の通訳教育

を行うことが実現すれば、世間に専門職として認められる可能性が高くなるだろう。しかし、

現状は、特に学部での学位コースが皆無という点で、日本もオーストラリアもこの理想像に

ほど遠い。 

  けれども、日本では大東文化大学や目白大学に大学院レベルの通訳教育があり、来年から

は立教大学にも大学院コースが開講されることになっており、オーストラリアでもクインズ

ランド大学、モナシュ大学のほか 2 校に通訳・翻訳の大学院コースが設けられている。大学

の数も少なく（全国で 39 校）、日本人の人口も日本語通訳の需要も少ないオーストラリア

で 4 つの大学院のどれもが日本語通訳のコースを設けていることは興味深い。それはともか

く、両国でこのように大学院レベルでの通訳教育が行われていること自体、通訳教育の分野
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での大きな進歩であると言えよう 

  オーストラリアの通訳・翻訳教育は TAFE (Technical and Further Education) から出発し、

Deakin 大学が 1980 年代に 10 年あまり通訳・翻訳の学位コースを実施し、その後大学院コ

ースを設立して通訳・翻訳教育のモデル校としてリーダーシップを取ろうとしたが、入学希

望者や運営費不足その他の理由で 1997 年に閉鎖して以来、オーストラリアの通訳・翻訳教

育の主流はまた TAFE に戻ってしまった。 

  職業訓練を目的とする TAFE の入学資格は高校 2 年終了だし、NAATI のテストも高卒の

資格で受けられる。ここから輩出される人達が、たとえ国家認定の資格を持っていても、ま

たいかにすばらしい仕事をしても、世間から見ると学問を修めた、すなわち学位を持つ専門

職と同等にはならない。大学、大学院を通して専門分野の学業として修了できる教育制度が

確立しないかぎり、通訳は言葉ができれば誰でもできる職業、サービス業の一部という考え

にとどまるだろう。 

 

おわりに 

  このように日本とオーストラリアの現状のあれこれを考えてみると、オーストラリアと日

本では通訳産業と教育の歴史的背景と国情の違いから相違点が多い。法廷通訳に関連してオ

ーストラリアでは異なる言語の民族が多いので、オーストラリア人に通訳を頼らなくてもい

いという利点を挙げた。しかし一方、この多民族社会の利点は不利な点にもつながる。たと

えば、通訳･翻訳コース設立にしても AUSIT にしても、扱う言語が多いために困難が生じ

る。AUSIT に関しては、それぞれの言語の通訳におけるニーズや興味の対象が同一でない

ために、全体をまとめることは容易ではない。NAATI は 50 以上の言語の通訳試験を施行

しているが、各言語共通の出題は常に批判を呼び、受験者の数が少なく、採算がとれない言

語もある。しかし、そういう言語の試験を廃止できないという社会的な責任が NAATI には

課せられている。また、国土の広いオーストラリアでは、どの土地で試験を実施するかも大

きな不平等につながる。 

  大学で学位コースとしてスタートして、大学院レベルで通訳研究と専門分野での通訳実習

を行う制度が理想的であると述べたが、オーストラリアでは数多くの言語があって、いろい

ろな言語の通訳コースをあちこちの大学で設けることは不可能だ。また、それぞれの言語の

人口が持つ教育レベルにも大きな差があって、どの言語も同じに扱えない難しさもある。た

とえば、ある言語の民族の多くは中等教育も受けていないといった具合である。 

  オーストラリアは、通訳者の公認資格制度や資格保持者の団体 AUSIT があり、さらにコ

ミュニティー通訳のトレーニングが確立しているという 3 点において世界をリードしてい

ると言われる。一方、日本は会議通訳や放送通訳などの特別分野での通訳がオーストラリア

よりはるかに発達している。オーストラリアもグローバル化に対応するために会議通訳の訓

練に力を入れようとしているが、日英語以外は各言語で教える人も教える場所もないという

ゼロの地点に立たされている。また、AUSIT はプロの通訳者・翻訳者の利益を守ことを目
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標としており、研究を目標としている団体ではない。通訳研究を目標とする日本通訳学会の

ような組織がないオーストラリアでは、通訳研究は活発であるとは言えない。この点でも、

オーストラリアは日本より遅れをとっている。 

  これまで日本とオーストラリアでは通訳事情がまったく違っていて、両国間には大きな隔

たりがあると感じていたが、今後、グローバル化と多文化社会が進むなかで、それぞれに強

い点、弱い点があり、お互いにそこから学べることが多くあることが分かった。そして、両

国間の距離が近くなったように感じたのである。 

 

 
 

筆者紹介：ピンカートン・曄子 (Yoko Pinkerton)  モナシュ大学にて日英通訳・翻訳専攻

修士課程のコーデイネーター。通訳理論および通訳実習担当。関心分野は逐次通訳テスト

の評価方法および通訳者教育。E-mail: <yoko.pinkerton@arts.monash.edu.au> 

 
 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


